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１　福祉サービス事業者情報

（１）　事業者概況

（２）　基本情報

・11月　収穫感謝祭、内科歯科健診、勤労感

         参観

　職員の配置

人　数

2

　

　

　

　

　

（写真）

福祉サービス第三者評価の結果

　

　

（写真）

利用人数 　４１　名

　　

職　種

　　

居室概要 居室以外の施設設備の概要

　　

 ・園児トイレ　　　　　２　　　・職員トイレ　　　　１　   　・教材室        　 １　　　　

　　　　　体測定　交通安全集会

・ ８月　ねぷた合同運行、プール遊び、スト
　　　　　リートダンス

・ ３月　ひなまつり会、お話ルンルン、おわか

 ・保育室　　　　　　　４　　　　　　・遊戯室　　　　　　 　１

（写真）

サービス内容　（事業内容） 施設の主な行事

 ・延長保育事業

 ・職員室　　　　　　　１　　　・職員休憩室    　１　   　・調理室         　１

 ・一時預かり事業

 ・地域活動事業（異年齢児・世代間交流）

保育所

昭和５０年４月１日

ＦＡＸ電話

設置主体
（経営主体） 社会福祉法人 弘前草右会 定員 ４５名

０１７２（３２）４５７２

ホームページアドレス

 ・食育の推進　

青柳保育園 種別

代表者氏名
（管理者） 園長　清野京子 開設年月日

・ ５月　こいのぼり集会、春の遠足、内科歯
　　　　 科健診、お話ルンルン、ミニ菜園作
　　　　 保育参観

　

事業所名称
（施設名）

嘱託医

　　

用務員 1 　

 平成２７年９月７日提出（評価機関→推進委員会）

　〒０３６-８２６４　青森県弘前市大字悪戸字村元２５－８

０１７２（３２）４１２０

所在地

連絡先電話

 ・ほふく室　　　　　　１

・ ９月　お店屋さんごっこ、子どもクッキング
　　　　　お月見会、お話ルンルン、親子遠

・ ４月　入園進級式、ストリートダンス、お花
 　　　  見会

 ・倉庫　　　　　　　   １　　　

園長 1

1

　

人　数 職　種

主任保育士

栄養士

　

 

7保育士

1

　　　　　ストリートダンス

　　　　　謝訪問

　　　　　ス会、、ストリートダンス
・ １月　お正月遊び、、ストリートダンス、保育

・ ２月　豆まき集会、雪上お楽しみ会・ ７月　七夕集会、社会見学、夕涼み会、お

・12月　お遊戯会、子どもクッキング、クリスマ

　　　　　れ会、卒園式、修了式
・毎月　誕生会、オープン保育、避難訓練、身

　　　　　話ルンルン、町内ねぷた運行

・ ６月　運動会、子どもクッキング、ストリー
　　　　　ダンス、交通安全教室

・10月　思い出遠足、作品展、七五三集会
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２　評価結果総評

◎　特に評価の高い点

◎　改善を求められる点

３　第三者評価結果に対する事業者のコメント
第三者評価を受審し、組織及び保育園全体、接遇者など三つの分野に分かれて改めて見直す事ができました。次への、ステッ

プ
　に結び付けるための課題等も知ることができました。自己啓発や研修で得た知識などの情報を記録し実施をして反映させる。それ
　を評価していく。これらは組織的に取り組みながら改善点を見つけていくべきだと感じました。地域、保護者との連続的な関係を築
　きながら様々な需要に応えていくことや保育園の方針を明確に示し保育園としての責任を果たしていかなければならないと改めて
　感じました。

・理念や基本方針の地域への周知
　　理念や基本方針を地域住民や関係機関、利用希望者等に周知する取り組みが十分ではありませんので、理念や基本方針をわ
　かりやすく説明した資料を作成するとともに、配布し説明する機会を設けるなどして十分な理解を促す取り組みに期待します。
・サービスの質の向上に向けた改善策の策定

サービスの質の自己評価結果に基づいて、組織として取り組むべき課題等を明確にしていますが、課題等の改善について、改
善
　策を立て実施するまでに至っていませんので、改善策を策定するとともに、その実施状況を評価し、必要に応じて見直しを行いな
　がら取り組むことに期待します。

所　  在 　 地

事業所への
評価結果の報告

　青森県弘前市大字宮園２丁目８－１

・地域に密着した保育園
　　保育園は、地域の要望に基づいて開設され、長年にわたり地域に愛され親しまれてきた経緯があり、地域に密着した保育園とし
　て、家庭的で温かい雰囲気を大切にするとともに、子育ての相談に応じたり、園を開放したり、一時保育を実施したりしながら、地
　域の子育て支援の拠点としての役割も果たしています。
・充実した内容の保育のしおり
　　保育のしおりは、保育理念や保育方針をはじめ、事業計画や食育計画等の各種年間計画、緊急時や災害発生時の安全確保の
　取り組み、意見・要望・苦情等の受付や対応体制など、保護者に周知すべき事項を幅広く記載し、内容が充実したものになってい
　ます。
・地域や自然、文化とのかかわりを大切にした保育
　　ねぷた運行や夏まつりなどの地域の行事に参加したり、ストリートダンス教室や夕涼み会、クリスマス会などを地域にも参加を呼
　びかけて実施したり、近所を散歩して草花摘みや虫捕りをしたり、日常的に季節や伝統的な行事を取り入れたりするなど、地域や
　自然、文化とのかかわりを大切にしながら保育に取り組んでいます。

　平成２７年　９月　３日

名　　　　　称

　平成２６年１２月１５日～平成２７年　６月２３日

　平成２６年１２月１５日評価機関

評価実施期間

　社会福祉法人　弘前市社会福祉協議会

事業所との契約日
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４　評価細目の第三者評価結果

「児童の健全な育成と利用者への福祉サービスの向上を
図る。」という理念を明示するとともに、理念に基づく基本方
針を明文化し、事業計画や保育のしおりに記載しています。
また、基本方針は、保育に対する考え方を示した職員の行
動規範となるような具体的な内容となっています。
　理念や基本方針を、年度初めの職員会議で全職員に配布
し説明しているほか、毎月の職員会議でもその意味を話し
合い、保育に反映させています。また、保護者に対して、入
園式や進級式の場で配布し説明していますが、地域の住民
や関係機関に対して周知されていませんので、理念や基本
方針をわかりやすく説明した資料等を作成するとともに、配
布し説明することに期待します。

法人の中・長期計画が策定されていて、サービス評価や
組織体制の課題解決、施設整備等に関する具体的な取組
を示した内容になっています。また、中・長期計画の達成に
向けて、人件費の増減や施設整備等の経費を把握し、中・
長期の収支計画を策定しています。

各年度の事業計画には、中・長期計画に示されたサービ
ス評価や職員の資質向上に向けた取組等が反映されてい
ますが、中・長期の収支計画の内容が反映されていませ
ん。

職員会議で当年度の事業計画の実施状況を把握・評価
し、その結果に基づいて見直しを行い、次年度の事業計画
を策定しています。

年度初めの職員会議で全職員に事業計画を配布し説明し
ているほか、毎月の職員会議でその進捗状況を確認し、十
分な理解を図っています。また、入園式後、保護者に事業計
画を記載した保育のしおりを配布し説明するとともに、質問
に答えるなどして理解を促しているほか、保護者の役員会
の場でも説明して、意見を聞いています。

評価細目の第三者評価結果

Ⅰ－３－（２）－①

園長は、自らの役割と責任を業務分担表や有事のマ
ニュアルに明示し、職員会議の場で説明しているほか、研
修や自己評価等の取組に指導力を発揮し、保育の質の向
上に努めています。

遵守すべき法令等について、外部研修や各種会議に参加
したり、業界誌を購読したり、関係法令を収集したりして把握
し、それらをリスト化しているほか、職員に書面や口頭で周
知し、遵守するよう指導しています。

保育の質の向上に向けて、定期的な自己評価を実施し、
保育の質の現状を把握するとともに、評価結果から課題等
を明確にし、職員会議の場で課題の改善について話し合う
機会を設けています。

経営や業務の効率化と改善に向けて、法人本部と連携し
て人事、労務、財務面から分析を行うとともに、分析結果に
基づいて職員会議の場で話し合い、効率的な人員配置や勤
務体制の改善、経費削減等に努めています。

　管理者のリーダーシップが発揮されている。

　管理者の責任とリーダーシップ

　質の向上に意欲を持ちその取り組み
に指導力を発揮している。 ａ

Ⅰ－３－（２）－➁
　経営や業務の効率化と改善に向け
た取り組みに指導力を発揮している。 ａ

Ⅰ－３－（１）－➁
　遵守すべき法令等を正しく理解する
ための取り組みを行っている。 ａ

Ⅰ－３－（２）

ａ

ａ

Ⅰ－３－（１） 　管理者の責任が明確にされている。

Ⅰ－３－（１）－①
　管理者自らの役割と責任を職員に対
して表明している。 ａ

Ⅰ－３

Ⅰ－２－（２）－①
　事業計画の策定が組織的に行われ
ている。

　事業計画が適切に策定されている。Ⅰ－１－（２）

Ⅰ－２－（２）－③
　事業計画が利用者等に周知されて
いる。 ａ

Ⅰ－２－（２）－➁ 　事業計画が職員に周知されている。

ｂ

Ⅰ－２－（１）

　中・長期計画が策定されている。 ａ

　中・長期的なビジョンと計画が明確にされて
いる。

Ⅰ－１－（２）

　理念に基づく基本方針が明文化され
ている。

　理念や基本方針が利用者等に周知
されている。

Ⅰ－１－（１）－➁

Ⅰ－２－（１）－➁
　中・長期計画を踏まえた事業計画が
策定されている。

Ⅰ－２－（１）－①

ａ

ｂⅠ－１－（２）－➁

Ⅰ－１ 　理念・基本方針

　理念や基本方針が職員に周知され
ている。

Ⅰ－２

Ⅰ－１－（１）－① ａ　理念が明文化されている。

　計画の策定

ａ

　理念、基本方針が確立されている。

　理念や基本方針が周知されている。

Ⅰ－１－（２）－①

Ⅰ－１－（１）

　福祉サービスの基本方針と組織 評価結果講評第三者評価結果評価対象　Ⅰ
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幼稚園教諭資格の取得奨励、非正規職員の正規職員化、
専門性を身につけた職員の確保等をプランに掲げ、それに
基づいて研修や正規職員登用試験を実施し、必要な人材の
確保に努めています。

定期的な人事考課が客観的な基準に基づく勤務評定と個
別面接や自己評価の結果をもとに行われているほか、職員
に人事考課の目的や効果、基準等を示し、理解を図ってい
ます。

職員の就業状況や意向を、園長や主任が毎月の有給休
暇の取得状況や時間外労働等のデータをチェックするととも
に、個別面談を実施したり、個別の相談に応じたりしながら
把握しています。また、把握した結果を分析・検討し、勤務シ
フトへ反映させたり、有給休暇を取得しやすいよう配慮した
りしています。

法人の職員福利厚生会の定期的な親睦交流、保育園の
職員親睦会が行われているほか、保育園の主任や法人の
担当者を窓口とする職員の悩み相談窓口を設置していま
す。

職員の教育・研修について、組織が職員に求める姿勢
や、研修の目的や方法を各計画に明示し、個別の職員の知
識や技術水準、研修履歴、勤務年数、職務等に応じて、外
部研修への参加や内部研修を計画するとともに、それに基
づいて実施しています。また、研修を終了した職員につい
て、研修後の報告レポートや発表、業務等をもとに成果を評
価・分析し、その結果を反映させて次の研修を計画していま
す。

実習生受入れの意義や担当者、事前説明、オリエンテー
ションの実施方法等を記載したマニュアルを整備し、職員に
説明し周知しています。また、養成校と責任体制を明確にし
た覚書を交わすとともに、計画的に学べるプログラムを用意
し、実習期間中も先生と連絡を取り合いながら、実習生の育
成に積極的に取り組んでいます。

園長のリーダーシップの下で、リスクの種類別に責任と役割
を明確にした管理体制やマニュアルを整備し、全職員に周知
するとともに、担当者を中心に職員会議の場で子どもの安全
確保に関する検討を行っています。また、保護者に感染症の
情報が子どものプライバシーに配慮した上で、掲示板に掲示し
たり、書面で配布したりして提供されています。

地震、風水害等の災害時の対応マニュアルを整備し、備品
等の落下・転倒防止策を講じたり、子どもや職員の安否確認
の方法を決めたりしています。また、災害時に備え、発電機や
投光機、食料や飲み水を備蓄しているほか、積雪期には常に
避難経路を除雪し、速やかに避難できるようにしています。

子どもの安全を脅かす事例をヒヤリハット報告書で収集し、
それをもとに園内研修の場で事例検討を行い、未然防止策を
講じるとともに、その実効性の評価・見直しを行っています。ま
た、事故防止のチェックリストを活用し、毎月安全確保のため
の点検を行っています。

評価結果講評

業界団体への加入や外部研修への参加、行政からの情
報、地域行事への参加、地元小学校との意見交換等によ
り、保育業界の動向や地域の子どもの状況を把握するとと
もに、地域の子どもたちに園を開放し、遊びに来てもらう機
会を設けて、保育ニーズや潜在的利用者の把握に努めてい
ます。

園長が毎月のコストや在園児の推移をもとに法人本部と
連携して経営状況を分析し、課題を発見するとともに、職員
会議の場で課題を示して一緒に改善策を検討し、経費節約
等の取組を行っています。

法人外部の公認会計士による財務諸表等の監査を実施
し、その指導や助言に基づいて、経営改善に取り組んでい
ます。

Ⅱ－３－（１）－①
　緊急時（事故、感染症の発生時など）
における利用者の安全確保のための
体制が整備されている。

ａ

Ⅱ－３－（１）－③
　利用者の安全確保のためにリスクを
把握し対策を実行している。 ａ

Ⅱ－３－（１）－➁
　災害時に対する利用者の安全確保
のための取り組みを行っている。 ａ

Ⅱ－３ 　安全管理

Ⅱ－３－（１）
　利用者の安全を確保するための取り組みが
行われている。

Ⅱ－２－（４） 　実習生の受け入れが適切に行われている。

Ⅱ－２－（４）－①
　実習生の受け入れと育成について基本的
な姿勢を明確にした体制を整備し、積極的
な取り組みをしている。

ａ

Ⅱ－２－（３）－➁
　個別の職員に対して組織としての教育・
研修計画が策定され計画に基づいて具体
的な取り組みが行われている。

ａ

Ⅱ－２－（３）－③
　定期的に個別の教育・研修計画の評
価・見直しを行っている。 ａ

Ⅱ－２－（３）
　職員の質の向上に向けた体制が確立されて
いる。

Ⅱ－２－（３）－①
　職員の教育・研修に関する基本姿勢
が明示されている。 ａ

Ⅱ－２－（２）－①
　職員の就業状況や意向を把握し必
要があれば改善する仕組みが構築さ
れている。

ａ

Ⅱ－２－（２）－➁
　職員の福利厚生や健康の維持に積
極的に取り組んでいる。 ａ

Ⅱ－２－（１）－➁
　人事考課が客観的な基準に基づい
て行われている。 ａ

Ⅱ－２－（２） 　職員の就業状況に配慮がなされている。

Ⅱ－２－（１） 　人事管理の体制が整備されている。

Ⅱ－２－（１）－①
　必要な人材に関する具体的なプラン
が確立している。 ａ

Ⅱ－１－（１）－③ 　外部監査が実施されている。 ａ

Ⅱ－２ 　人材の確保・養成

Ⅱ－１－（１）－①
　事業経営をとりまく環境が的確に把
握されている。 ａ

Ⅱ－１－（１）－➁
　経営状況を分析して改善すべき課題
を発見する取り組みを行っている。 ａ

評価対象　Ⅱ

Ⅱ－１－（１） 　経営環境の変化等に適切に対応している。

　組織の運営管理 第三者評価結果

Ⅱ－１ 　経営状況の把握

4



社会体験を通して子どもの豊かな表現力を培い、知性や
感性、創造性を養うという考え方を事業計画に位置付けて、
ねぷた運行や夏まつり等の地域の行事に参加したり、地域
に参加を呼びかけてストリートダンス教室や夕涼み会を実
施し、定期的に地域の人と交流する機会を設けたりしている
ほか、中学校の保育体験や高校生のインターンシップの受
入れが行われています。

地域の保護者や子どもに対し、園行事に参加する機会を
設けたり、電話や来所による子育て相談に応じたり、一時預
かり事業を実施したりしているほか、町会に広報誌を回覧
し、保育園の活動や行事の様子を知らせています。

ボランティア受入の意義・方針を明文化し、職員に説明し
て理解を促すとともに、受け入れの担当者や登録手続、オリ
エンテーション、活動内容等に関する項目が記載されたマ
ニュアルを整備しています。

連携が必要な関係機関・団体を組織図や各種マニュアル
に明示するとともに、その情報を職員室等に掲示して職員
間で共有しています。また、地域の保育研究会や法人内保
育園の連絡会で、定期的に共通の課題等の検討を行い、課
題解決に向けて協働で取り組んでいます。

地域の子育てニーズについて、行政や保育研究会、法人
内保育園の連絡会等から情報を得たり、地域住民からの相
談を通したり、一時預かり利用者から聴取したりして把握に
努めています。また、把握した子育てニーズに基づいて、一
時預かり事業や延長保育事業を計画に位置付けて実施し、
利用実績をまとめて評価を行っています。

Ⅱ－４－（３）－① 　地域の福祉ニーズを把握している。 ａ

Ⅱ－４－（３）－➁
　地域の福祉ニーズに基づく事業・活
動が行われている。 ａ

Ⅱ－４－（２）－➁
　関係機関等との連携が適切に行わ
れている。 ａ

Ⅱ－４－（３）
　地域の福祉向上のための取り組みを行って
いる。

Ⅱ－４－（２） 　関係機関との連携が確保されている。

Ⅱ－４－（２）－① 　必要な社会資源を明確にしている。 ａ

Ⅱ－４－（１）－➁
　事業所が有する機能を地域に還元し
ている。 ａ

Ⅱ－４－（１）－③
　ボランティア受け入れに対する基本
姿勢を明確にし体制を確立している。 ａ

Ⅱ－４－（１） 　地域との関係が適切に確保されている。

Ⅱ－４－（１）－①
　利用者と地域とのかかわりを大切に
している。 ａ

Ⅱ－４ 　地域との交流
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一人ひとりの子どもを尊重する姿勢を事業計画に明示し、
各種マニュアルやデイリープログラム、指導計画等に反映さ
せるとともに、一人ひとりの子どもを尊重した保育について、
職員会議などで話し合い、共通理解を図りながら取り組んで
います。また、子ども・保護者のプライバシー保護について、
姿勢や取組を文書化するとともに、職員に会議で説明し確
認しているほか、保護者に文書で配布し周知しています。

保護者の意向を定期的に保護者アンケートや嗜好調査を
行ったり、個別面談や保育参観の場で聴取したりして把握
するとともに、把握した意向を職員会議で分析・検討し、行
事等に反映させるなどして改善につなげています。

保護者の意見等に対する保育園としての姿勢を明示する
とともに、複数の相談方法や相談相手から選べることを説
明した文書を作成し、保護者に配布したり、掲示したりして
周知しているほか、意見を述べやすいよう相談スペースを
確保しています。

苦情解決の体制や仕組みを説明した文書を作成し、保護
者に配布したり、掲示したりして周知しているほか、苦情を
申出やすいように意見箱を設置し、申出用紙を配布してい
ます。また、苦情の内容や対応策を申出た保護者に報告す
るとともに、広報誌に掲載して公表しています。

保護者からの意見等に対し、保育園としての姿勢を文書
で明示するとともに、受けた際の記録の方法や報告の手
順、対応策の検討等を文書で定めて迅速に対応し、意見等
があった保護者には検討内容や対応策を報告しています。

評価結果講評

サービスの質の評価について、法人としての姿勢を明示
するとともに、園長・主任が担当して保育士等の自己評価と
保育所の自己評価を年２回実施し、職員会議の場で評価結
果の分析・検討を行っています。また、評価結果の分析から
明確になった課題等を文書化するとともに、改善策を話し合
い、次年度の事業計画に反映させていますが、改善策を立
て実施するまでに至っていません。今後は、課題の改善に
ついて、改善策を立て実施し、その実施状況を評価するとと
もに、必要に応じて見直しを行いながら取り組むことに期待
します。

年齢別の保育の方法や保育士の関わり、配慮事項等の
基本的な事柄を文書化し、職員に配布するとともに、会議で
説明したり、個別に指導したりして周知し、それに基づいた
保育を実施しています。また、基本的な事柄について、年度
末の職員会議で実施状況を踏まえて検証し、職員の意見を
反映させて見直しを行っています。

一人ひとりの子どもの発達状況や保育目標、生活状況の
経過、指導計画に基づく保育の実施内容などを保育児童票
に記録し、関係する職員に記録を閲覧できるようにして周知
しているほか、記録する職員で書き方に差異が生じないよう
に指導を行っています。

子どもに関する記録は、園長の責任の下、保管や保存、
廃棄、情報開示等に関する規程を定めるとともに、職員に
個人情報保護や守秘義務について説明し、適切に管理が
行われています。

子どもや保護者の状況について、朝のミーティングや職員
会議の場で話し合い、職員間で情報を共有するとともに、そ
の会議録を回覧して全職員に情報を周知しています。

Ⅲ－２－（３）－③
　利用者の状況等に関する情報を職
員間で共有化している。 ａ

Ⅲ－２－（３）－①
　利用者に関するサービス実施状況の
記録が適切に行われている。 ａ

Ⅲ－２－（３）－➁
　利用者に関する記録の管理体制が
確立している。 ａ

Ⅲ－２－（２）－➁
　標準的な実施方法について見直しを
する仕組みが確立している。 ａ

Ⅲ－２－（３）
　サービス実施の記録が適切に行われてい
る。

Ⅲ－２－（２）
　提供するサービスの標準的な実施方法が確
立している

Ⅲ－２－（２）－①
　提供するサービスについて標準的な
実施方法が文書化されサービスが提
供されている。

ａ

Ⅲ－２－（１）－➁
　評価結果に基づき組織として取り組
むべき課題を明確にし、改善策・改善
実施計画を立て実施している。

ｂ

Ⅲ－２－（１）
　質の向上に向けた取り組みが組織的に行わ
れている。

Ⅲ－２－（１）－①
　サービス内容について定期的に評価
を行う体制を整備している。 ａ

Ⅲ－２ 　サービスの質の確保

Ⅲ－１－（３）－➁
　苦情解決の仕組みが確立され十分
に周知・機能している。 ａ

Ⅲ－１－（３）－③
　利用者からの意見等に対して迅速に
対応している。 ａ

　利用者満足の向上に努めている。

Ⅲ－１－（３）
　利用者が意見等を述べやすい体制が確保さ
れている。

Ⅲ－１－（３）－①
　利用者が相談や意見を述べやすい
環境を整備している。 ａ

Ⅲ－１－（１）－①
　利用者を尊重したサービス提供につ
いて共通の理解をもつための取り組み
を行っている。

ａ

Ⅲ－１－（２）－①
　利用者満足の向上を意図した仕組
みを整備し、取り組みを行っている。 ａ

Ⅲ－１－（１）－➁
　利用者のプライバシー保護に関する
規程・マニュアル等を整備している。 ａ

Ⅲ－１－（２）

　適切な福祉サービス 第三者評価結果

Ⅲ－１ 　利用者本位の福祉サービス

Ⅲ－１－（１） 　利用者を尊重する姿勢が明示されている。

評価対象　Ⅲ
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Ⅲ－４ 　サービス実施計画の策定

　利用者に対するサービス実施計画が策定さ
れている。

　定期的にサービス実施計画の評価・
見直しを行っている。

Ⅲ－３－（２）－①

ａ

Ⅲ－４－（２）

Ⅲ－４－（２）－①
　サービス実施計画を適切に策定して
いる。 ａ

ｂ
　事業所の変更や家庭への移行など
にあたりサービスの継続性に配慮した
対応を行っている。

保育サービスを紹介したパンフレットを行政窓口に置いた
り、園児募集や一時預かりのチラシを近くのスーパーに掲示
したり、見学者に保育のしおりを配布し説明したりして情報
を提供していますが、保育園の理念に関する情報が十分に
提供されていませんので、理念をパンフレットやチラシに記
載し、説明を付け加えるなどして利用者にわかりやすく提供
することが望まれます。

利用開始にあたり、保護者に保育の理念や内容等を詳し
く記載した保育のしおりを用意し、質問に丁寧に応じたり、保
育等に対する希望を聞いたりしてわかりやすく説明するとと
もに、同意を得た上でその内容を書面で残しています。

保育所の変更にあたり、サービス終了後も組織として窓口
を設けて相談に応じていることを説明していますが、引継ぎ
の手順や文書が定められていません。

子どもの身体や生活状況、保護者の状況や保育に対する
意向を組織が定めた統一の様式（家庭調書）により年度初
めに把握し、記録しているほか、個別面談の場でニーズを
聴取しています。

保育課程に基づいて、担任が年齢別の年間・月間・週案
の指導計画を作成するとともに、未満児について個別指導
計画を作成しています。また、指導計画は、子ども一人ひと
りの発達過程や状況に即し、子どもの実態を把握して作成
しています。

指導計画について、年間計画を３ヶ月ごとに、月間・週案
を期間終了時に担任が自己評価を実施し、園長と主任が確
認をしています。また、評価結果をもとに見直しを行って次
期の計画を作成しているほか、個別指導計画の見直しの際
は、保護者の意向を把握して行っています。

Ⅲ－４－（１）－①
　定められた手順に従ってアセスメント
を行っている。 ａ

Ⅲ－４－（１） 　利用者のアセスメントが行われている。

Ⅲ－４－（２）－➁

　サービスの開始にあたり利用者等に
説明し同意を得ている。 ａ

Ⅲ－３－（２）
　サービスの継続性に配慮した対応が行われ
ている。

Ⅲ－３－（１）－➁

Ⅲ－３－（１）
　サービス提供の開始が適切に行われてい
る。

Ⅲ－３－（１）－①
　利用希望者に対してサービス選択に
必要な情報を提供している。 ｂ

Ⅲ－３ 　サービスの開始・継続
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評価対象　Ａ

保育課程が、保育指針や保育理念、保育方針に基づい
て、地域の特性や家庭の状況、保育時間などを考慮し、全
職員が参画して編成されています。また、年度末に向けて
評価し、評価に基づいて改善して次年度の保育課程を編成
しています。

乳児保育において、保育室の衛生や安全に配慮し、子ど
もの状態を観察して保健的な配慮がなされ、毎日遊具を消
毒したり、家庭と連携して離乳食に取り組んだり、全職員で
ＳＩＤＳの予防に努めたりしているほか、子どもの状態や育ち
を保護者に伝え、相談に応じるなど家庭との連携に配慮し
ています。

１・２歳児の保育において、保健的な配慮のもと一人ひとり
の育ちに応じた基本的生活習慣を身につけられるよう指導
するとともに、探索活動ができ、異年齢の子どもや大人と関
わりが持てるよう配慮しているほか、子どもの状態や育ちを
保護者に伝え、相談に応じるなど家庭との連携に配慮して
います。

３歳以上児の保育において、子ども一人ひとりの育ちに応
じ、基本的生活習慣の定着が図られるように配慮し、様々な
当番活動を用意したり、好きな部屋で自由に遊ぶことができ
るオープン保育を実施したり、クラス全員で一つの作品を制
作したりするなどの取組を行っています。

保育課程に小学校との連携を位置づけ、年長児が小学校
を訪問し交流したり、小学校の運動会を見学したり、クリス
マス会に卒園児を招待したり、小学校の習慣や数字・文字
の学習を取り入れたりしているほか、保育者が小学校教員
と意見交換をする機会も受けています。また、小学校と連携
した取組を保護者に伝え、子どもの学校生活に見通しがも
てるように取り組んでいます。

園内は冷暖房が完備され、保育室やトイレ、水周りなどの
清掃が行き届いて清潔が保たれているとともに、心地よい
食事や睡眠のための空間、落ち着いてくつろげる場所が確
保されています。また、保育者が子どもの身近にいて、いつ
でも応じられるようにし、子どもが安心して自由に遊ぶことが
できるよう配慮しています。

基本的な生活習慣を身につけられるよう、様子を見て声が
けをしながら必要に応じてトイレを支援したり、自分でやろう
とする気持ちを尊重しながら衣服の着脱を支援したり、手洗
いやうがいの指導をしたりしているほか、ブロック遊びやお
絵かきなどの用具を使った遊びが楽しめるように工夫してい
ます。

子どもの発達や興味に即した玩具や遊具を用意し、自由
に遊べる時間や空間を確保するとともに、友だちと協同して
遊ぶ機会や、異年齢の子どもと交流する機会が設けられて
います。また、様々な当番活動を用意したり、順番を守るな
どの社会的ルールが身につけられるよう配慮したりしていま
す。

自然や社会とかかわれるよう、野菜を育てたり、拾ってき
た葉っぱで作品を作ったり、近くの公園まで散歩したり、町
内のネプタ運行に参加したり、社会見学を実施したりするな
どの機会を設けているほか、季節や伝統的な行事を日常保
育に取り入れたり、自然に対して興味がわくような絵本を用
意したりしています。

絵本の読み聞かせや紙芝居、人形劇などを取り入れた
り、絵本を読む時間を設けたりして言語に触れる環境を整
備するとともに、ストリートダンスを保育参観で披露したり、
ピアニカの演奏を遊戯会で披露したりする機会を設けて表
現活動が体験できる環境を整備しています。

保育士等が独自の評価項目に基づいて、年２回保育士等
の自己評価を実施し、自らの保育実践を振り返るとともに、
評価結果を分析して課題を明確にし、保育の改善や専門性
の向上に努めています。

評価結果講評

Ａ－１－（３）

子どもが主体的に身近な自然や社会
とかかわれるような人的・物的環境が
整備されている。

ａ

Ａ－１－（２）－⑤

ａ

子どもが言葉豊かな言語環境に触れ
たり、様々な表現活動が自由に体験で
きるような人的・物的環境が整備され
ている。

ａ

Ａ－１－（２）－④

ａ

Ａ－１－（１）－④

３歳以上児の保育において養護と教
育の一体的展開がされるような適切な
環境が整備され、保育の内容や方法
に配慮されている。

ａ

Ａ－１－（２）－②
子どもが基本的な生活習慣を身につ
け、積極的に身体的な活動ができるよ
うな環境が整備されている。

ａ

Ａ－１－（２） 環境を通して行う保育

職員の資質向上

Ａ－１－（３）－①
保育士等が主体的に自己評価に取り
組み、保育の改善が図られている。

Ａ－１－（２）－①
生活にふさわしい場として、子どもが
心地よく過ごすことのできるような人
的・物的環境が整備されている。

ａ

Ａ－１－（２）－③

子どもが主体的に活動し、様々な人間
関係や友だちとの協同的な体験がで
きるような人的。物的環境が整備され
ている。

ａ

保育所の保育の方針や目標に基づ
き、発達過程を踏まえ、子どもの心身
の発達や家庭及び地域の実態に即し
た保育課程を編成している。

ａ

Ａ－１－（１）－⑤
小学校との連携や就学を見通した計
画に基づいて、保育の内容や方法、保
護者とのかかわりに配慮されている。

ａ

ａＡ－１－（１）－②
乳児保育のための適切な環境が整備
され、保育の内容や方法に配慮されて
いる。

Ａ－１－（１）－③

１・２歳児の保育において養護と教育
の一体的展開がされるような適切な環
境が整備され、保育の内容や方法に
配慮されている。

Ａ－１ 保育所保育の基本

Ａ－１－（１） 養護と教育の一体的展開

Ａ－１－（１）－①

第三者評価結果
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子ども一人ひとりの家庭環境や生活リズム、成長の差等から
生じる違いを十分に把握、尊重し、おだやかな話し方を心が
け、「ダメ」などの制止する言葉を使わないようにしています。ま
た、子どもの質問にその場で答えるようにしているほか、泣く子
どもに対し、抱いたり、おんぶしたりして優しく声をかけるように
しています。

障がい児保育について話し合う機会を設けるとともに、気に
なる子どもについては、専門機関と連携を図りながら保護者を
交えて園長や主任、担任で話し合う機会を設けていますが、保
育課程等への位置付けがなされていません。障がい児保育に
ついて保育課程や指導計画に位置付けるとともに、障がいの
ある子どもに配慮した個別の指導計画を作成するなど、障が
いのある子どもが他の子どもと共に成長できるよう取り組むこ
とが望まれます。

一日の生活を見通し、保育園と家庭の保育の連続性に配慮
したプログラムを用意するとともに、じゅうたんをひいて遊具や
玩具を用意したり、一人ひとりの要求に応えて抱いたり、声を
かけたり、異年齢の子ども同士で遊べるようにしたりするなど
配慮しています。また、子どもの状況について、ミーティング簿
で職員間の引継ぎを確実に行うとともに、保護者にも伝えてい
ます。

子どもの健康管理は、保護者から家庭調書や個別面談で既
往症や予防接種の状況、健康状態を把握し、ミーティング等で
関係職員に周知するとともに、健康管理計画を作成し実施して
います。また、体調がすぐれない子どもについて、食事の内容
やその日の過ごし方に柔軟に対応しているほか、子どもの体
調悪化やけがなどを保護者に伝え、その後の経過を確認して
います。

子どもが友だちや保育士と一緒に会話をしながら楽しい雰囲
気の中で食事ができるように配慮するとともに、育てた野菜を
食べたり、戸外で食べたり、クッキング体験の機会を設けたり、
調理作業を見学できるようにしたり、食の大切さを話して聞か
せたり、メニューの紹介や後片付けの当番を設けたりして食事
を楽しむことができるよう工夫をしています。

嗜好調査の結果や残食記録、検食簿などをもとに給食会議
で食事の検討をしたり、栄養士が一緒に食事をしながら子ども
の話を聞いたりして調理や献立に反映させ、野菜を中心に旬
の食材を活かすとともに、行事食や希望メニューなどを取り入
れているほか、できる限り手作りのおやつを心がけています。

健康診断や歯科検診の結果を児童票に記録し、職員会議で
周知し共有するとともに、保護者へ書面で伝えています。ま
た、結果を保育に反映させて、歯磨き指導等を行っています。
　アレルギーを持つ子どもに対し、保護者と連携しながら、主治
医の診断書に基づいて子どもの状況に応じた適切な対応が行
われており、食物アレルギーの子どもに対しては、アレルゲン
を除去した代替食がその期間を定めて提供されています。

園長は、調理場や水周りなどの衛生管理について、衛生管
理マニュアルや食中毒発生時の対応マニュアルを作成し、職
員に配布し説明するとともに、担当者を置いて給食会議で検討
を行っています。

Ａ－２－（３）－②

調理場、水周りなどの衛生管理が適
切に実施され、食中毒等の発生時に
対応できるような体制が整備されてい
る。

ａ

Ａ－２－（３）－①
アレルギー疾患、慢性疾患等をもつ子
どもに対し、主治医からの指示を得
て、適切な対応を行っている。

ａ

Ａ－２－（２）－③
乳幼児にふさわしい食生活が展開さ
れるよう、食事について見直しや改善
をしている。

保護者に食育計画を配布し周知するとともに、嗜好アン
ケートを実施したり、月間の献立表を配布したり、レシピを提
供したり、サンプルを掲示したり、食事の重要性をしおりに
掲載したりするなど、食育に関心をもてるよう取り組んでい
ます。

保護者と送迎時の対話や連絡帳のやりとりで日常的に情
報交換を行うとともに、家庭や保育園での子どもの様子をお
互いに伝え合い、成長の喜びを共有しているほか、保育参
観や個別面談の場で保護者の相談に応じ、信頼関係を築
いています。

保育の意図や育児について、保護者に送迎時や保育参
観、行事等の際に話をするとともに、個別面談の場で話し合
う機会を設けているほか、保育参観で子どもと一緒に作品
をつくる場面を設けて理解を促しています。

虐待の早期発見や予防に向けて、マニュアルを用意する
とともに、子どもや保護者の心身状態を観察したり、保護者
の子育て相談に応じたり、虐待防止の啓発ポスターを掲示
したりして取り組んでいます。また、外部講師を招いて虐待
に関する研修を実施し、職員に理解を促しているほか、虐待
を発見した場合の対応マニュアルも用意しています。

Ａ－３－（１）－④

虐待に対応できる保育所内の体制の
下、不適切な養育や虐待を受けている
と疑われる子どもの早期発見及び虐
待の予防に努めている。

ａ

Ａ－３－（１）－③

子どもの発達や育児などについて、懇
談会などの話し合いの場に加えて、保
護者と共通の理解を得るための機会
を設けている。

ａ

Ａ－３－（１）－①
子どもの食生活を充実させるために、
家庭と連携している。 ａ

Ａ－３－（１）－②
家庭と子どもの保育が密接に関連した
保護者支援を行っている。 ａ

Ａ－３ 保護者に対する支援

Ａ－３－（１） 家庭との緊密な連携

ａ

Ａ－２－（２）－④
健康診断・歯科健診の結果について、
保護者や職員に伝達し、それを保育に
反映させている。

ａ

Ａ－２－（３） 健康及び安全の実施体制

Ａ－２－（２）－①
子どもの健康管理は、子ども一人ひと
りの健康状態に応じて実施している。 ａ

Ａ－２－（２）－②
食事を楽しむことができる工夫をして
いる。 ａ

障害のある子どもが安心して生活でき
る保育環境が整備され、保育の内容
や方法に配慮がみられる。

ｂ

Ａ－２－（１）－③

Ａ－２－（２）
子どもの福祉を増進することに最もふさわしい
生活の場

長時間にわたる保育のための環境が
整備され、保育の内容や方法が整備
されている。

ａ

Ａ－２－（１）－②

Ａ－２－（１） 生活と発達の連続性

Ａ－２－（１）－①
子ども一人ひとりを受容し、理解を深
めて働きかけや援助が行われている。 ａ

Ａ－２ 子どもの生活と発達
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